


■検討内容

・路線バス運行制度・事業スキームの設計

・交通事業者のインセンティブ設計

・市内全路線網再編の方針・考え方の整理

・体系別の運行水準の設定と新たな路線網

・地域特性に応じ地域内路線網の維持・拡大

・新制度移行に向けた業務委託方法の検討

■目的

・路線バスの利便向上と利用促進

・市民の足となる持続可能な公共交通網の確保

・最適な公民の役割分担による健全運行

⑴ 運行制度事業スキームの設計

⑵ 交通ネットワーク再編成案の作成

⑶ キャッシュレス化の検討

⑴ 運行事業者の選定

⑵ 路線・ダイヤの変更申請

⑶ 条例・規則等の変更

⑷ 各種契約手続き

２ 関係協議

３ 新制度運行手続き

松本市路線バス公設民営化事業
～新たな枠組でバス運営を「シンカ」させる～

スケジュール

公民連携による路線バス運行制度・交通ネットワークの再編

令和３年度 令和４年度

１ 運行制度の見直し

⑴ 関係機関・運行事業者との協議・調整 ⑵ 地元住民との相談・運行形態の検討
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松本市のバス交通体系

南部循環線

アルピコ交通㈱自主路線
信大横田(横田信大)循環線、美ヶ原温泉線、北市内線
並柳団地線、寿台線、内田線(一部)
四賀線(一部)、山形線、空港・朝日線(一部)
岡田線
浅間線、新浅間線、松原線
大久保工場団地線

アルピコ交通㈱協議路線 ※廃止代替路線

タウンスニーカー
北コース、東コース、南コース、西コース

西部地域コミュニティバス
Ａ(島内・新村)線、Ｂ(南松本・新村)線
Ｃ(梓川・波田)線、Ｄ(村井・波田)線
Ｅ(平田・波田)線

市営バス
四賀線、奈川線

地域バス
ほしみ線、入山辺線、中山線
波田循環バス、浅間・大村線
島内川東乗合タクシー
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波田循環バス(温泉便)、中山線、入山辺線
浅間・大村線 → アルピコタクシー㈱

ほしみ線 → 南安タクシー㈲

波田循環バス(循環便)、島内川東乗合タクシー
→ 第一交通㈱
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再編体系
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少量移送 四賀線(一部)、内田線(一部)
アルプス公園線、稲核線、空港・朝日線(一部)



バス交通体系別の現状と課題

南部循環線

アルピコ交通㈱自主路線
信大横田(横田信大)循環線、美ヶ原温泉線、北市内線
並柳団地線、寿台線、内田線(一部)
四賀線(一部)、山形線、空港・朝日線(一部)
岡田線
浅間線、新浅間線、松原線
大久保工場団地線

アルピコ交通㈱協議路線 ※廃止代替路線

タウンスニーカー

北コース、東コース、南コース、西コース

西部地域コミュニティバス
Ａ(島内・新村)線、Ｂ(南松本・新村)線
Ｃ(梓川・波田)線、Ｄ(村井・波田)線
Ｅ(平田・波田)線

市営バス
四賀線、奈川線

地域バス
ほしみ線、入山辺線、中山線、波田循環バス
浅間・大村線、島内川東乗合タクシー

幹線バス

中心市街地
バス

支線バス

少量移送

支線バス

支線バス

少量移送

少量移送 四賀線(一部)、内田線(一部)
アルプス公園線、稲核線、空港・朝日線(一部)

・観光二次交通の利用も
視野に入れた、中心市街
地における利便性の高い
循環路線

・市西部地域の交通空白
を解消する住民の移動手
段をとしての路線
・駅や主要施設に接続

・四賀地区、奈川地区の
移動手段として自家用有
償旅客運送で運行

・地元協議会が運行主体
となり、地元住民の移動
手段を確保するために運
行している路線

・松本市内の主要路線と
して、利用者も多い。
・松本駅を中心に郊外に
向かって放射線状に路線
が伸びている。

再編体系 路線 路線概要 課題

・中心市街地に
向かう主要幹線
として、路線の
維持と利便性の
向上が必要

・主要路線への
乗り継ぎ易さの
改善

運行開始年度

Ｈ２５年～

村営バスから
の移行

Ｈ２３年
本格運行

Ｈ１１年～
（H29.拡充）

南部循環
Ｈ２３年～

信大横田
横田信大線
Ｈ２０年～

・南部循環線に
ついては、双方
向運行等の改善
が必要

・経路網が複雑
・路線や運行時
間の見直しを求
める声が多い。

・スクール利用
が多く一般利用
が少ない。



色 体系

幹線
バス

中心
市街地
バス

支線
バス

少量
移送

松本駅

中心市街地

新村駅

平田駅

村井駅

信州まつもと
空港

南松本駅
波田駅

山形村役場

寿台

追分

安曇野市

山形村

ほしみ線

入山辺線

中山線

内田線

コミュニティバスC線

波田循環バス

コミュニティバスB線

山形線

コミュニティバスE線

空港・朝日線 寿台線

松原線

コミュニティバスA線

四賀線

岡田線

アルプス
公園線

浅間・大村線

美ケ原温泉線

並柳団地線

タウンスニーカー

浅間線

新浅間線

北市内線

信大横田循環線

大久保工場団地線

南部循環線

J
R
篠
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井
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J
R
篠
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井
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コミュニティバスD線

島内駅

島内川東
乗合タク
シー

松本市中心市街地路線図



松本市奈川地区路線図

色 体系

幹線
バス

中心
市街地
バス

支線
バス

少量
移送

奈川支所

四賀支所

明科駅

田沢駅

四賀地区

奈川地区

松本市四賀地区路線図

安曇野市

青木村

上田市

山形村

朝日村

木曽村 塩尻市

高山市

市営バス奈川線

波田循環バス

四賀線

市営バス四賀線

新島々
駅
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線


